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日
本
に
お
い
て
、
原
子
力
が
福
島
第
一
原
発
事
故
以
後
、
一

度
は
「
依
存
度
の
低
減
」
方
針
に
傾
き
な
が
ら
も
、
や
が
て
「
積

極
的
な
利
活
用
」
へ
と
転
換
し
て
い
っ
た
背
景
に
は
主
と
し
て
政

治
的
、
従
と
し
て
経
済
的
要
因
が
あ
る
。
そ
の
変
遷
を
考
え
、
問

題
点
を
明
ら
か
に
す
る
。 

 

１ 

原
子
力
発
電
政
策
の
転
換 
 

依
存
度
低
減
か
ら
積
極
利
用
へ 

 

（
１
）
震
災
直
後
（
２
０
１
１
年
～
２
０
１
２
年
）
は 

原
子
力
依
存
の
見
直
し 

 

２
０
１
１
年
３
月
11
日
、
東
日
本
大
震
災
が
発
生
し
た
と
き

は
民
主
党
政
権
だ
っ
た
。
そ
の
直
前
に
は
、
日
本
と
ベ
ト
ナ
ム
の

間
で
原
子
力
協
力
協
定
が
締
結
さ
れ
、
日
本
が
原
発
輸
出
を
行
う

計
画
だ
っ
た
。
協
定
締
結
直
後
の
３
月
に
福
島
第
一
原
発
事
故
が

発
生
し
、
国
会
で
は
原
子
力
協
定
や
輸
出
政
策
の
見
直
し
を
問
う 

      

声
が
上
が
っ
た
。
後
に
ベ
ト
ナ
ム
国
会
は
原
発
導
入
を
中
止
す
る

決
議
を
可
決
し
た
。 

 

福
島
第
一
原
発
事
故
を
受
け
て
、
民
主
党
政
権
下
で
「
２
０
３

０
年
代
に
原
発
ゼ
ロ
を
目
指
す
」
方
針
が
打
ち
出
さ
れ
、
「
エ
ネ

ル
ギ
ー
シ
ス
テ
ム
の
歪
み
・
脆
弱
性
を
是
正
し
、
安
全
・
安
定
供

給
・
効
率
・
環
境
の
要
請
に
応
え
る
短
期
・
中
・
長
期
か
ら
な
る

革
新
的
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
環
境
戦
略
及
び
２
０
１
３
年
以
降
の
地
球

温
暖
化
対
策
の
国
内
対
策
を
政
府
一
丸
と
な
っ
て
策
定
す
る
」
た

め
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
環
境
会
議
が
設
置
さ
れ
た
。
そ
こ
で
は
「
原

発
依
存
度
を
減
ら
し
、
化
石
燃
料
依
存
度
を
抑
制
す
る
た
め
、
グ

リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
最
大
限
引
き
上
げ
て
い
く
。
」
こ
と
が
基

本
方
針
と
さ
れ
た
。
ま
た
、
国
民
的
議
論
の
も
と
、
「
原
子
力
に

依
存
し
な
い
社
会
」
へ
の
道
筋
が
模
索
さ
れ
て
い
た
。 

 

２
０
１
２
年
の
原
子
炉
等
規
制
法
の
改
正
に
よ
り
、
原
発
の

40
年
運
転
制
限
制
や
新
規
制
基
準
が
導
入
さ
れ
、
旧
来
型
の
原

発
の
継
続
運
転
に
は
厳
し
い
ハ
ー
ド
ル
が
設
け
ら
れ
た
。
40
年 
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を
超
え
る
運
転
は
例
外
的
に
20
年
の
許
可
が
可
能
と
さ
れ
た
。

し
か
し
今
で
は
当
た
り
前
の
よ
う
に
、
申
請
さ
れ
た
原
発
全
て
が

60
年
運
転
を
許
可
さ
れ
て
い
る
。 

 

（
２
）
２
０
１
２
年
以
降
の
状
況
・
政
権
交
代
と
方
針
大
転
換 

 

２
０
１
２
年
末
に
自
民
党
が
政
権
復
帰
し
、
安
倍
晋
三
政
権
下

で
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
は
大
き
く
転
換
さ
れ
た
。 

 

２
０
１
４
年
の
第
４
次
エ
ネ
ル
ギ
ー
基
本
計
画
で
は
、
「
重
要

な
ベ
ー
ス
ロ
ー
ド
電
源
」
と
し
て
原
発
を
明
記
し
、
原
発
を
基
幹

電
源
化
す
る
方
針
を
明
ら
か
に
し
、
原
発
の
再
稼
働
推
進
、
老
朽

炉
の
運
転
延
長
、
新
増
設
の
検
討
な
ど
、
事
故
か
ら
わ
ず
か
な
期

間
し
か
経
っ
て
い
な
い
の
に
原
子
力
推
進
の
方
向
が
強
ま
っ
た
。

一
方
、
国
会
な
ど
で
は
依
然
と
し
て
「
原
発
依
存
か
ら
の
脱
却
」

と
主
張
し
続
け
、
二
枚
舌
政
策
が
強
化
さ
れ
た
。 

「
原
発
依
存
の
低
減
」
の
言
葉
だ
け
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
基
本
法

に
残
っ
た
が
、
原
発
が
な
く
な
れ
ば
必
要
が
な
い
は
ず
の
再
処
理

事
業
は
推
進
さ
れ
た
ま
ま
、
あ
ち
こ
ち
矛
盾
だ
ら
け
の
基
本
計
画

が
第
５
次
、
第
６
次
と
策
定
さ
れ
た
。
原
発
回
帰
を
明
確
に
す
る

と
批
判
が
集
ま
る
こ
と
を
回
避
す
る
た
め
だ
け
に
「
依
存
度
の
低

減
」
を
使
い
、
具
体
的
に
は
原
子
力
推
進
そ
の
も
の
だ
っ
た
。 

 （
３
）
２
０
２
２
年
Ｇ
Ｘ
戦
略
に
よ
る
推
進
へ
の
転
換 

 

岸
田
政
権
下
で
「
Ｇ
Ｘ
（
グ
リ
ー
ン
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ

ョ
ン
）
実
行
会
議
」
が
設
置
さ
れ
、
２
０
２
３
年
に
「
Ｇ
Ｘ
脱
炭

素
電
源
法
」
（
脱
炭
素
成
長
型
経
済
構
造
へ
の
転
換
を
進
め
る
た

め
の
基
本
方
針
等
に
関
す
る
法
律
）
が
成
立
し
た
。 

 

原
発
を
「
脱
炭
素
電
源
」
と
し
て
位
置
づ
け
、
運
転
期
間
の

60
年
超
え
を
可
能
に
す
る
規
制
緩
和
、
新
型
炉
建
設
の
推
進
な

ど
、
震
災
で
強
化
さ
れ
た
安
全
規
制
は
根
底
か
ら
覆
さ
れ
、
経
産

省
等
の
推
進
体
制
に
組
み
込
ま
れ
た
。 

 

原
子
力
ム
ラ
の
総
反
撃
と
も
言
え
る
状
況
で
、
事
故
の
教
訓
も

ＧＸ法でどう変わる？ 脱炭素へ官民投資・原発活 

用拡大（日本経済新聞２０２３年５月３１日より） 
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被
害
の
回
復
も
放
棄
さ
れ
、
原
発
推
進
に
邪
魔
に
な
る
被
災
者
支

援
や
復
興
は
切
り
捨
て
ら
れ
て
い
く
。 

 

２ 

原
発
利
活
用
推
進
の
「
理
由
」
と
さ
れ
る
の
は
何
か 

 

（
１
）
脱
炭
素
（
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
）
の 

国
家
目
標
の
達
成 

 

原
発
は
「
Ｃ
Ｏ
２
を
ほ
と
ん
ど
排
出
し
な
い
電
源
」
と
さ
れ
、

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
並
ん
で
温
室
効
果
ガ
ス
削
減
の
手
段
と

し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
特
に
政
府
は
、
「
２
０
５
０
年
カ

ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
目
標
」
の
実
現
の
た
め
、
再
稼
働
と
次
世

代
革
新
炉
（
高
温
ガ
ス
炉
、
Ｓ
Ｍ
Ｒ
：
小
型
原
発
）
の
導
入
を
推

進
す
る
と
し
て
、
第
７
次
エ
ネ
ル
ギ
ー
基
本
計
画
を
策
定
し
て
い

る
。
Ｇ
Ｘ
基
本
方
針
で
も
、
原
発
を
「
重
要
な
脱
炭
素
電
源
」
と

し
て
活
用
す
る
方
針
が
明
記
さ
れ
て
い
る
。 

 

し
か
し
環
境
負
荷
全
体
を
考
え
る
と
、
原
発
は
非
常
に
効
率
の

悪
い
設
備
で
あ
り
、
発
熱
量
の
三
分
の
一
だ
け
電
力
と
し
て
利
用

で
き
る
が
、
残
り
は
全
て
温
排
水
と
し
て
海
洋
放
出
さ
れ
て
い
る
。

海
を
暖
め
て
い
る
の
で
あ
る
。
局
所
的
な
海
水
温
度
の
上
昇
に
影

響
を
与
え
て
い
る
可
能
性
も
否
定
で
き
な
い
。
ま
た
、
Ｃ
Ｏ
２
の

排
出
量
が
少
な
い
と
い
う
説
明
も
正
し
く
な
い
。
原
発
の
建
設
だ

け
で
な
く
ウ
ラ
ン
資
源
の
採
掘
か
ら
廃
棄
物
処
理
ま
で
、
膨
大
な

時
間
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
で
排
出
さ
れ
る
Ｃ
Ｏ
２
が
正
確
に
評
価

で
き
て
い
る
わ
け
が
な
い
。
放
射
性
物
質
に
よ
る
環
境
破
壊
も
考

え
れ
ば
、
原
発
に
有
利
な
点
は
な
い
。 

 

（
２
）
電
力
需
給
の
安
定
確
保 

 

ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
後
の
化
石
燃
料
価
格
の
高
騰
や
供
給
不
安
、

ま
た
、
再
エ
ネ
の
変
動
性
に
よ
る
電
力
の
不
安
定
化
リ
ス
ク
が
強

調
さ
れ
、
原
発
が
「
安
定
電
源
」
と
し
て
強
調
さ
れ
て
い
る
。
特

に
電
力
ひ
っ
迫
が
懸
念
さ
れ
る
夏
季
・
冬
季
ピ
ー
ク
時
の
対
策
や

将
来
の
電
力
消
費
量
増
大
対
策
と
し
て
、
原
発
の
再
稼
働
が
「
即

効
性
の
あ
る
措
置
」
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
。 

 

ま
た
、
少
子
高
齢
化
に
伴
う
人
口
減
少
と
経
済
の
縮
小
が
進
む

中
で
、
電
力
消
費
量
が
急
増
す
る
と
は
考
え
に
く
い
。
実
際
、
電

力
料
金
の
高
騰
を
受
け
て
省
エ
ネ
機
器
の
普
及
や
節
電
努
力
が
進

ん
で
お
り
、
消
費
が
抑
制
さ
れ
て
い
る
。
電
気
自
動
車
や
生
成
Ａ

Ｉ
の
普
及
に
伴
う
消
費
量
の
増
大
よ
り
も
、
省
エ
ネ
技
術
の
進
展

や
分
散
型
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
普
及
が
勝
っ
て
い
る
の
が
現
実
で
あ
り
、

実
際
に
２
０
１
１
年
以
降
は
平
均
し
て
年
率
１
％
以
上
の
電
力
消

費
量
の
減
少
が
起
き
て
い
る
。 

 

原
発
は
地
震
や
事
故
で
長
期
停
止
す
る
リ
ス
ク
が
高
く
、
一
旦

停
止
し
た
後
再
稼
働
で
き
た
と
し
て
も
、
そ
の
間
の
代
替
エ
ネ
ル

ギ
ー
は
火
力
に
依
存
せ
ざ
る
を
得
ず
、
結
局
脱
炭
素
に
も
基
幹
電
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源
に
も
な
ら
な
い
。
日
本
の
よ
う
に
地
震
大
国
で
原
発
を
動
か
す

こ
と
は
割
に
合
わ
な
い
。 

 

３ 

原
発
推
進
の
「
力
学
」
知
る
こ
と
が
重
要 

 
 

日
本
で
は
い
く
つ
か
の
要
因
で
原
発
を
推
進
し
て
い
る
。 

 

（
１
）
政
治
的
・
制
度
的
慣
性
力 

 

巨
額
の
設
備
投
資
と
巨
大
な
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
が
必
須
の
原

発
は
、
一
定
の
産
業
に
と
っ
て
魅
力
的
だ
。
ま
た
、
税
制
を
含
め

て
、
原
発
を
立
地
し
運
用
す
る
こ
と
で
、
地
方
財
政
に
大
い
に
寄

与
し
て
い
る
こ
と
は
事
実
で
あ
る
。
そ
の
た
め
原
子
力
を
一
旦
導

入
し
た
地
域
で
は
、
そ
の
力
が
大
き
く
働
き
、
福
島
の
よ
う
に
過

酷
事
故
を
経
験
し
、
地
域
が
潰
滅
す
る
事
故
を
目
の
当
た
り
に
し

て
も
撤
退
を
決
断
す
る
こ
と
が
困
難
で
あ
る
。 

 

（
２
）
送
電
網
・
需
給
調
整
イ
ン
フ
ラ
の
未
整
備 

 

日
本
の
電
力
供
給
シ
ス
テ
ム
は
震
災
前
の
９
電
力
会
社
独
占
状

態
が
そ
の
ま
ま
だ
。
多
く
は
大
規
模
発
電
所
か
ら
大
消
費
地
で
あ

る
都
市
部
に
運
ぶ
構
造
に
な
っ
て
い
る
。 

さ
ら
に
中
小
規
模
の
電
力
会
社
が
電
気
を
送
ろ
う
と
す
れ
ば

高
い
託
送
料
を
払
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
シ
ス
テ
ム
が
原
発
向
き
に

な
っ
た
ま
ま
で
あ
る
。 

 

（
３
）
再
エ
ネ
導
入
へ
の
制
約
と
環
境
問
題 

 

再
エ
ネ
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
が
あ
る
の
に
導
入
で
き
な
い
理
由
の

一
つ
が
、
導
入
し
て
も
送
電
で
き
ず
、
出
力
が
「
抑
制
」
さ
れ
て

い
る
事
実
だ
。 

 

こ
れ
は
送
電
網
の
未
整
備
と
も
関
連
す
る
が
、
北
海
道
の
風
力
、

九
州
の
太
陽
光
を
大
消
費
地
に
送
る
こ
と
が
難
し
い
。
特
に
北
海

道
と
本
州
の
間
の
系
統
は
小
さ
く
、
増
強
計
画
が
あ
っ
て
も
遅
々

と
し
て
進
ま
な
い
。 

 

さ
ら
に
、
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
な
ど
の
大
規
模
な
シ
ス
テ
ム
や
大
型

風
力
の
環
境
破
壊
が
問
題
に
な
っ
て
お
り
、
こ
う
し
た
再
エ
ネ
事

業
は
10
電
力
な
ど
の
大
企
業
や
外
資
系
企
業
が
主
体
で
、
地
域

に
利
益
が
還
元
さ
れ
に
く
い
。
地
元
に
と
っ
て
は
「
迷
惑
施
設
」

に
な
る
一
方
、
雇
用
や
収
入
は
増
え
な
い
と
い
う
状
況
で
は
、
再

エ
ネ
が
地
域
に
根
ざ
し
た
発
展
に
つ
な
が
ら
な
い
こ
と
は
残
念
な

が
ら
必
然
だ
。 

 
し
た
が
っ
て
、
原
発
を
使
わ
ざ
る
を
得
な
い
と
い
う
よ
り
も
、

使
う
方
向
に
制
度
設
計
さ
れ
て
い
る
の
が
本
質
的
な
問
題
で
あ
る
。 

 

こ
れ
を
大
転
換
す
れ
ば
、
省
エ
ネ
不
推
進
と
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
普
及
に
よ
り
原
発
を
全
て
廃
止
す
る
こ
と
は
可
能
で
あ
る
。 

（
や
ま
ざ
き 

ひ
さ
た
か
） 


